
Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）

令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度事業開始年度

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
〇第9次若桜町総合計画 後期基本計画（平成29年～平成33年度）
基本計画【3】豊かな心を育むまちづくり
教育・文化・スポーツを通し、だれもが生涯を豊かに暮らせるまちづくりを目指します。
（4）スポーツレクリエーションの振興
③各社会体育施設の利用促進を図るため、各年代のニーズに沿った施設環境の改善に努めま
す。
【目標】
だれでも気軽にスポーツを楽しめる環境づくりと社会体育施設の有効活用に務めます。

交付金事業実施場所 鳥取県八頭郡若桜町大字中原

交付金事業の概要

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 若桜町

若桜町内は、高齢化や人口減少が進み、地域内のコミュニケーションの機会の減少やにぎわ
い創出が課題となっています。コミュニケーションの機会を創出するため、電源立地地域対
策交付金を活用し、旧池田小学校体育館の芝生化を行います。
セーフティターフ8mm+ゴム付（2ｍ×10ｍ）　敷設面積A＝526㎡

措置名 交付金事業の名称

福祉対策措置 旧池田小学校屋内運動場人工芝敷設事業



令和元年度単位
活動実績
活動見込

活動指標
人月
人月
%

交付金事業の活動指標
及び活動実績

97

成果目標 成果指標

年度年度

達成度

%
%

%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

11月に検査が終了し評価できることから当該年度に評価を実施。

達成度

冬期間は悪天候や積雪などが多い地域のため、外出する機会や運動をする機会が減少し引きこもりがちに
なってしまうが、人工芝を敷設したことにより屋内でグラウンドゴルフ等ができるようになり、コミュニ
ケーションの場、健康づくりの場を保つことができるようになりました。池田地区だけでなく若桜地区から
も利用者が訪れ交流の場となっています。これまでは、あまり活用されていなかった施設ですが、今後ます
ます活用の幅が広がることが期待されます。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

当該施設を
日常的に利
用するとさ
れる住民の
満足度（旧
池田小学校
区世帯及び
施設利用者
の70％以
上）

住民の満足度
旧池田小学校
屋内運動場人
工芝生敷設事
業についての
アンケート調
査で人工芝敷
設事業に満足
したと回答し
た人数÷回答
者数×100

95
70

135.7%

評価年度 令和元年度
成果実績
目標値

485.0%

旧池田小学校屋内運動場
の利用件数

20



総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

8,389,700

4,400,000

4,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 年度 年度 備　考

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

にぎわい創出課

にぎわい創出課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人工芝敷設 指名競争入札
株式会社 オーエムジェイ
(鳥取県八頭郡八頭町)

8,389,700


